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在ではW ╱W 比率（卸売迂回販売額╱卸売販売額）が採用されるようになっている。W ╱R比
率が採用されなくなったのは，卸売販売額には小売業を経由しない輸出が含まれていること，卸
売販売額には小売業を経由しない生産財の販売額が含まれていること，などの理由による。























































































































































































(Robert Bartels,The History of Marketing Thought,3??ed.Horizons,Inc.1988.）
⑷ 鈴木安昭（2001）『日本の商業問題』有斐閣，pp75-77
⑸ P.F.Drucker, “The Economys Dark Continent”, Fortune, Time Inc. April 1962, p103，
pp265-268，p270
⑹ W．ホービング╱田島義博訳（1962）『流通革命』日本能率協会

























? W ╱W 比率の記述に関しては下記の統計に依拠している。
経済産業省『商業統計調査―流通経路別統計編（卸売業）』
平成９年版（平成11年３月），平成14年版（平成16年６月）
? この部分の記述に関しては下記の文献を参考にしている。
江尻弘（1993）『流通論』中央経済社，pp194-209
矢作敏行（1996）『現代流通』有斐閣，pp67-71
? 根本重之（2004）『新取引制度の構築』白桃書房，pp157－184
? この部分の詳細については下記の文献がある。
鍋田英彦（2003）「産地と消費地を結ぶ消費者直販チャネルの構築―馬路村の産直マーケティング事例―」
㈶流通経済研究所『流通情報』№413，pp9-16
? 電子商取引推進協議会，経済産業省，NTTデータ経営研究所による共同調査「平成15年度電子商取引に
関する実態・市場規模調査」参照。
? 江尻弘，前掲書，pp134-141
? 宮沢健一（1988）『業際化と情報化―産業社会のインパクト』有斐閣，pp50-70。
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